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趙　　　　　軍（商 経 学 部）
藤　江　俊　彦（政策情報学部）
○合　原　理　映（商 経 学 部）
◎長谷川　　　博（商 経 学 部）
今　村　卓　郎（商 経 学 部）
松　本　理一郎（商 経 学 部）
及　川　拓　也（商 経 学 部）
奥　寺　　　葵（商 経 学 部）
相　良　陽一郎（商 経 学 部）
朱　　　全　安（政策情報学部）















　─ 多様な産学連携モデルに向けた予備的考察 ─ …………
地方政府の行政評価の成果と課題
　─ 都市データを用いたクロス集計分析 ─ …………………
居住用建物に重大な瑕疵がある場合の損害賠償請求における
　居住利益の損益相殺に関する一考察
　─ 最高裁平成22・６・17を契機として ─ …………………
島根原子力発電所における点検時期超過事案に関する事例分析 …
企業と財務諸表












鈴　木　孝　男（  1  ）
中　山　　　健（ 29 ）
藤　野　奈津子（ 57 ）
池　田　武　俊（ 85 ）
金　坂　成　通（ 154 ）
広　田　啓　朗　　　　
湯之上　英　雄　　　　
長　　　友　昭（ 117 ）
樋　口　晴　彦（ 137 ）
矢　澤　健太郎（ 157 ）
今　村　　　修（ 171 ）
坂　井　　　恵（ 187 ）
吉　田　正　人（ 201 ）
陸　　　　　正（ 225 ）
（ 241 ）
千葉商科大学国府台学会会則（抜粋）
第 ２ 条　　本会は，会員の研究助成とその発表普及を目的とする。　　　
第 ３ 条　　本会は，千葉商科大学の専任教員をもって組織する。　　　　
第 ４ 条　　本会は，次の事業を行なう。　　　　　　　　　　　　　　　
1．機関誌『千葉商大論叢』『千葉商大紀要』の発行。　　　　　
2．各種研究会・講演会の開催。　　　　　　　　　　　　　　　
3．その他本会の目的を達成するために適当と認められる事業。　
第 ５ 条　　本会に次の役員をおく。　　　　　　　　　　　　　　　　　
1．会長　学長がこれにあたる。　　　　　　　　　　　　　　　
2．運営委員長　運営委員の互選による。　　　　　　　　　　　
　　　3．運営委員若干名　会員総会で選出され任期は１年とし本会の事務を　
分担する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
